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北海道／全国居住地域／
活動地域地域政策／行政学／環境政策専門

領域

スポット型／伴走型／都道府県型派遣形式
事務事業編・区域施策編／SDGs
／地域循環共生圏／廃棄物系バイ
オマス／小規模自治体／住民自治
／合意形成

キー
ワード

○ 環境省では、地域脱炭素、廃棄物処理技術・制度、個別リサイクル制度、土壌汚染対策、河川環境管理（国土交通省
出向）、地方創生（ニセコ町役場出向）、SDGs未来都市事業（内閣府地方創生推進事務局併任）等に従事

○ 2025年11月より現職。サステイナビリティに係る研究・教育と学内外との連携・共創等に従事
○ 技術士（総合技術監理部門:環境－環境保全計画、衛生工学部門:廃棄物管理、環境部門:環境保全計画）

略歴

○ 環境省にて、地域脱炭素・地域循環共生圏の企画立案に従事（実行計画策定支援、自治体向け再エネ・省エネ補助、地域新電力
設立支援、地域循環共生圏プラットフォーム事業等）

○ 地方創生人材支援制度（内閣府）1期生としてニセコ町に派遣、地方版総合戦略の策定と地方創生事業の企画立案に従事
○ 内閣府地方創生推進事務局にて、SDGs未来都市事業の企画立案に従事（制度設計、審査・評価、普及促進等）
○ 政策研究大学院大学（GRIPS）にて、SDGs未来都市の地域プラットフォームをテーマとした地域政策研究に従事
○ SDGs・地域脱炭素をテーマとした自治体職員向け講演・研修講師等に随時対応
○ 北海道SDGs推進人材バンク登録／ニセコ町環境エネルギー戦略アドバイザー／ニセコ町自治創生協議会委員

過去の
地方公
共団体
との関
わり

○ 小規模自治体における地方創生の実務経験と地域政策研究で培った知見を活かし、環境省から北海道大学に拠点を移
しました。自治体の地域づくり支援をライフワークとし、特に小規模自治体の実情を熟知しています。

○ 地域脱炭素に向けた初期段階のビジョン・方向性の検討、地域プラットフォームづくりと地域関係者との合意形成、
政策間連携・庁内連携等をはじめ、地域の実情に寄り添った伴走支援をオーダーメイドで展開します。

一言

https://www.sustainability.hokudai.ac.jp/ （北海道大学サステイナビリティ推進機構）
https://researchmap.jp/n762kanai/ （researchmap）
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